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IODP Exp.312 Hole1256Dにおけるガブロノーライトとグラノブラスティック組織を
有する変玄武岩類の岩石学的特徴

Petrological character of the gabbronorites and the metabasalts in fast-spreading oceanic
crust : Hole 1256D in IODP Exp. 312
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東太平洋グアテマラ沖ODP-IODP第 1256孔近傍には，約 15Maに東太平洋海膨にて～200mm/yの超高速拡大速度で
形成された海洋地殻が分布している．IODP第 312次航海は 2005年 11月から 12月にかけて行われ，第 1256D孔の掘削
を対象とした．第 1256D孔においては，ODP第 206節において海底下 750ｍまで掘削が行われ，その後，IODP第 309
次航海において海底下 1255ｍまで掘削され，IODP第 312航海において掘削深度は海底下 1507.1ｍに達した．海底下
250-1004.1mでは玄武岩溶岩が，1060.9-1406.6ｍではシート状岩脈群が採取され，海底下 1406.6ｍにおいてガブロが採
取された．高速拡大海嶺セッティングにおいて深海底堆積物，玄武岩溶岩，シート状岩脈群を貫通しガブロに到達した
のは海洋掘削史上初の快挙である．
第 1256D孔におけるガブロは玄武岩への貫入岩体として 1406.6mを上部境界とする厚さ 52.3mの上部ガブロユニット，

1483.1mを上部境界とする厚さ 24.1mのガブロ２ユニットの２ユニットが認められ，両ユニットの間には厚さ 24.2mのダ
イクスクリーンが存在する．両ガブロユニットには gabbroから disseminated oxide gabbro，orthopyroxene-bearing gabbro，
gabbronorite，quartz diorite，quartz-rich oxide dioriteと多様な岩相が認められる．また，ガブロ２ユニットのガブロ中に
は多数の玄武岩のフラグメントが認められる．
また，シート状岩脈群下部である 1348.3mより深部に産出する玄武岩には，完全に再結晶した斜長石と等粒状な単斜

輝石，斜方輝石，磁鉄鉱，イルメナイトから構成されるグラノブラスティック組織が認められる．これは高温変成作用に
よる影響と考えられる．これらの変玄武岩はグラノブラスティック岩脈として記載されている．また，ガブロ２ユニット
下部には，グラノブラスティック組織をもつ変玄武岩とマグマから晶出したガブロノーライトとの中間的な組織を呈する
岩石が認められる．この岩相は，厚さ 12.1 mのガブロノーライトユニットとして記載された．このガブロノーライトの
起源は変成したシート状岩脈であるのか，ガブロノーライト質マグマの貫入であるのか２つの可能性が考えられる．本
発表では，グラノブラスティック組織を持つ変玄武岩，ガブロユニット中のガブロノーライト，そして両者の中間的な産
状を示す岩石について記載岩石学的特徴と輝石・斜長石鉱物化学組成を示し，成因の考察を行う．


